
メールアドレス作成/管理

● メールアドレス作成/管理画面 利用上のご注意●
メールアドレス作成/管理画面のパスワードの扱いには十分ご注意をお願いします。
パスワードが外部に漏れた場合、第三者に悪用されたりといった、大きな問題となる可能
性があります。
また、メールアドレス作成/管理画面で作成した POPアカウント（メールアドレス）の情報
が漏れた場合も、大きな問題となりますので、厳重な管理をお願いいたします。

・パスワードはわかりにくいものにして、厳重に管理する。
・また、担当者が変わる等の場合は随時変更する。
・可能であれば定期的に変更する。

管理者パスワードの変更方法については、本マニュアル下部に記載しております。

● メールアドレスの新規作成 ●
メールアドレス作成/管理画面へログインします。

「メールアドレス作成」をクリックして、メールアドレスの新規作成を行います。



メールアドレスのアカウント名（@から左の部分）と、メールアドレスのパスワードを入力して、「作成」
ボタンを押すと、新規メールアドレスの作成が完了します。

※注意
アカウントに「大文字の英字(ABC)」は使用できません。必ず、小文字(abc)をご利用ください。

※注意
パスワードは、メールの送受信の設定で必要になりますので、忘れずにメモを取っておいてください。

● メールアドレスの削除 ●
メールアドレス作成/管理画面へログインします。
ログインすると、作成済みのメールアドレス一覧が表示されていますので、削除したいメールアドレスの左
側メニューの「削除」リンクを押してください。

※注意
既に作成されている「err」のアカウントは、絶対に削除を行わないでください。



● メールの送受信の設定 ●
作成したメールアドレスを、ご利用のメールソフトなどで送受信を行う場合の設定方法についてご案内しま
す。

メールソフトに設定を行う際に必要な情報

■メールアドレス
作成したアカウント@NEO が設置されているドメイン

例）ご利用中の NEO の URL が http://testtest.com/neo/といった場合は、ドメインは testtest.com になります。
■パスワード
　メールアカウント作成時に入力したパスワード
■アカウント（ユーザー ID）
　作成したアカウント
■受信サーバー
　mail.NEO が設置されているドメイン

例）ご利用中の NEO の URL が http://testtest.com/neo/といった場合は、POP サーバーは mail.testtest.com に
　　なります。

　受信ポートは、受信方法により異なりますのでご注意ください。
　POP3          110
　IMAP         143
　POP3S        995
　IMAPS       993
■送信サーバー
　mail.NEO が設置されているドメイン

例）ご利用中の NEO の URL が http://testtest.com/neo/といった場合は、SMTP サーバーは mail.testtest.com に
　　なります。

　送信ポートは、送信方法により異なりますのでご注意ください。
　SMTP                                  25
　サブミッションポート  587
　SMTPS                                465

　接続プロバイダが OP25B を実施しているため、25 番ポートを利用できない場合は、
　サブミッションポートか SMTPS をご利用ください。



Becky!での設定例

メニューより、「ファイル（F）」-「メールボックス（M）」-「新規作成（N）」で、メールボックスの新
規作成を行います。

新規メールボックスの作成ウィンドウが表示されますので、任意のメールボックス名を入力して「OK」ボタ
ンを押してください。
ご自身のわかりやすい名前であれば、なんでもOKです。



まず、基本設定タブ画面内の項目を入力します。
受信方法として「POP3」、送信方法ついて「SMTP」をご利用になる場合は、このタブでの入力は上記のみで
すので、「詳細」タブの設定までお進みください。

受信方法として「POP3S」「IMAP」「IMAPS」を利用する場合や、送信方法として「SMTPS」「サブミッショ
ンポート」を利用する場合は、この基本設定タブ画面内で以下の追加設定が必要です。

●受信方法としてPOP3Sを利用する場合

「POP3S」にチェックすると以下のようなウィンドウが表示されますので「はい」を押してください。



●受信方法としてIMAPを利用する場合

「IMAP4rev」を選んでください。



●受信方法としてIMAPSを利用する場合

「IMAPS」にチェックすると以下のようなウィンドウが表示されますので「はい」を押してください。



●送信方法としてサブミッションポートを利用する場合

「OP25B」にチェックしてください。

●送信方法としてSMTPSを利用する場合

「SMTPS」にチェックすると以下のようなウィンドウが表示されますので「はい」を押してください。



次に「詳細」タブでは、「SMTP認証」にチェックを入れておきます。

受信方法としてPOP3S、送信方法としてSMTPSを利用する場合は、「証明書を検証しない」にもチェックを
入れてください。



上記までの手順で設定は完了ですので、「OK」ボタンを押してください。



Tunderbirdでの設定例

メニューより、「ツール（T）」-「アカウント設定」で、メールボックスの新規作成を行います。

「アカウント操作（A）」-「メールアカウントを追加（A）」と進みます。

メールアカウント設定ウィンドウが表示されますので、必要情報を入力し、「続ける」ボタンを押します。



受信方法としてIMAPを利用する場合は、「手動設定」ボタンを押します。

受信方法としてPOP3を利用する場合は、「POP3（メールをコンピュータに保存）」を選び、「手動設定」
ボタンを押します。



まず、受信方法の確認を行います。

受信方法としてIMAPを利用する場合は、以下のように赤枠の部分が表示されているか確認してください。
もしなっていない場合は、なるように選択し、「再テスト」ボタンを押してください。

受信方法としてIMAPSを利用する場合は、以下のように赤枠の部分が表示されているか確認してください。
もしなっていない場合は、なるように選択し、「再テスト」ボタンを押してください。



受信方法としてPOP3を利用する場合は、以下のように赤枠の部分が表示されているか確認してください。
もしなっていない場合は、なるように選択し、「再テスト」ボタンを押してください。

受信方法としてPOP3Sを利用する場合は、以下のように赤枠の部分が表示されているか確認してください。
もしなっていない場合は、なるように選択し、「再テスト」ボタンを押してください。



次に送信方法の確認を行います。

送信方法としてSMTPを利用する場合は、以下のように赤枠の部分が表示されているか確認してください。
もしなっていない場合は、なるように選択し、「再テスト」ボタンを押してください。

送信方法としてサブミッションポートを利用する場合は、以下のように赤枠の部分が表示されているか確認
してください。
もしなっていない場合は、なるように選択し、「再テスト」ボタンを押してください。



送信方法としてSMTPSを利用する場合は、以下のように赤枠の部分が表示されているか確認してください。
もしなっていない場合は、なるように選択し、「再テスト」ボタンを押してください。

受信方法、送信方法の設定に問題がない場合、「アカウント作成」ボタンを押してください。
これでアカウントの設定は完了です。

注意）
受信方法としてPOP3S、IMAPSを利用する場合、「アカウント作成」ボタンを押すと以下のようなウィンド
ウが出ます。「セキュリティ例外を承認」ボタンを押して例外を許可してください。



また、送信方法としてSMTPSを利用する場合、初回送信時に送信エラーが発生するとともに下のようなウィ
ンドウが出ます。「セキュリティ例外を承認」ボタンを押して例外を許可してください。



Windows Liveメールでの設定例

メニューの「ツール（T）」-「アカウント（C）」で、メールボックスの新規作成を行います。

アカウントウィンドウで「追加」ボタンを押します。

アカウントの追加で「電子メールアカウント」を選び、「次へ」ボタンを押します。



メールアカウント設定ウィンドウが表示されますので、必要情報を入力し、「次へ」ボタンを押します。

まず、受信方法の確認を行います。

受信方法としてIMAPを利用する場合は、受信メールサーバの種類としてIMAPを選び、受信サーバの情報を
設定してください。



受信方法としてIMAPSを利用する場合は、受信メールサーバの種類としてIMAPを選び、受信サーバの情報
を入力し、「このサーバーはセキュリティで保護された接続（SSL）が必要」にチェックしてください。

受信方法としてPOP3を利用する場合は、受信メールサーバの種類としてPOP3を選び、受信サーバの情報を
設定してください。



受信方法としてPOP3を利用する場合は、受信メールサーバの種類としてPOP3を選び、受信サーバの情報を
入力し、「このサーバーはセキュリティで保護された接続（SSL）が必要」にチェックしてください。

次に送信方法の確認を行います。

送信方法としてSMTPを利用する場合は、送信サーバ情報を入力し、「送信サーバーは認証が必要」に
チェックしてください。



送信方法としてサブミッションポートを利用する場合は、送信サーバ情報を入力し、「送信サーバーは認証
が必要」にチェックしてください。またポートには「587」を入力してください。

送信方法としてSMTPSを利用する場合は、送信サーバ情報を入力し、「このサーバーはセキュリティで保護
された接続（SSL）が必要」と「送信サーバーは認証が必要」にチェックしてください。またポートには
「465」を入力してください。



受信方法、送信方法の設定に問題がない場合、「次へ」ボタンを押してください。
これでアカウントの設定は完了です。

注意）
受信方法としてPOP3Sや IMAPS、送信方法としてSMTPSを利用する場合、以下のようなウィンドウが出ます。
「はい」ボタンを押して使用を許可してください。

注意）
受信方法としてIMAP、IMAPSを利用する場合、以下のようなウィンドウが出ます。
必要に応じて設定し、「OK」ボタンを押してください。





Gmailでの設定例

Gmailで作成したアカウントのメールを受信する設定方法です。
まず、ご自身の Gmailアカウントで、Gmailにログインしてください。
ログインしましたら、左上のメニューアイコンをクリックして、「設定」を押し、設定画面を開きます。

設定画面内にある「アカウントとインポート」のタブをクリックして開きます。

「アカウントとインポート」の設定画面内にある「自分のPOP3メールアカウントを追加」をクリックしま
す。

アカウントの追加ウィンドウが開きますので、メールアドレスを入力してください。



まずは受信方法を設定します。

受信方法としてPOP3を利用する場合は、「ユーザ名」「パスワード」「POPサーバー」を入力してください。
ポートは 110を選択してください。

受信方法として、POP3Sを利用する場合は、「ユーザ名」「パスワード」「POPサーバー」を入力してくだ
さい。ポートは 995を選択してください。また、「セキュリティで保護された接続（SSL）を使ってメール
を取得する」にもチェックしてください。



設定後、「アカウントを追加>>」ボタンを押すと、以下のように表示されますので、
続けて送信方法の設定も行います。

「名前」は適当で構いません。

送信方法としてSMTPを利用する場合、「SMTPサーバー」「ユーザ名」「パスワード」を入力してください。
ポートは25を選んでください。



送信方法としてサブミッションポートを利用する場合、「SMTPサーバー」「ユーザ名」「パスワード」を
入力してください。ポートは587を選んでください。

送信方法としてSMTPSを利用する場合、「SMTPサーバー」「ユーザ名」「パスワード」を入力してください。
ポートは465を選んでください。また、「セキュリティで保護された接続（SSL）を使ってメールを取得す
る」にもチェックしてください。



設定が完了したら、「アカウントを追加>>」を押してください。
以下のような確認のウィンドウが表示されますので、Gmailのウィンドウにもどり、確認メールを探してく
ださい。確認メールのリンクをクリックしたらアカウントの設定が完了します。



● 管理者パスワードの変更●
メールアドレス作成/管理画面のパスワードの扱いには十分ご注意をお願いします。

メールアドレス作成/管理画面へログインし、「管理者ログインパスワード更新」をク
リックします。

「新しい管理者ログインパスワード」に、変更後のパスワードを入力し、更新ボタンを押
して保存してください。

設定できるパスワードは、半角英数字で 10字から 20字です。 
英単語や名前など第三者が類推しやすいものは避けてください。 
このパスワードは厳重に保管してください。 

● エイリアスの設定●
メールアドレス作成/管理画面で作成したメールアドレス宛のメールを、他のメールアド
レスへ転送するための設定です。

メールアドレス作成/管理画面へログインし、「エイリアス設定」をクリックします。



「エイリアス設定」画面の最下部に、下記を参考に、エイリアス設定を記述し、設定ボタ
ンを押してください。

ここでは、例として「メールアドレス作成/管理画面」で「hoge」というアカウントを作成
している、とします。

•ご自身の「メールアドレス作成/管理画面」で作成した「hoge」というアカウントへの
メールを「fugo@example.com」で受信したい場合は、エイリアス設定画面に

hoge: fugo@example.com

と記述します。

•ご自身の「メールアドレス作成/管理画面」で作成した「hoge」というアカウントへの
メールを「fugo@example.com」と「foo@example.com」で受信したい場合は

hoge: fugo@example.com, foo@example.com

と記述します。

•ご自身の「メールアドレス作成/管理画面」で作成した「hoge」というアカウントへの
メールを、同じく「メールアドレス作成/管理画面」で作成した「fugo」というアカウント
で受信したい場合は

hoge: fugo

と記述します。

（ご注意）
エイリアスの設定をされた場合、転送元のアカウントにメールを残しての別アドレスへの
送信はできません。

hoge: fugo@example.com

とした場合、「hoge」ではメールを受信せず、fugo@example.comで受信します。


